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広報

　３年前の台風９号災害以降、被災した商店街を花で彩り、少しでも元気と活気を
取り戻してもらおうと、佐用高校生が学校で育てた花を佐用商店会加盟店に届けて
います。今年は６月28日に色鮮やかなマリーゴールドが届けられ、生徒たちが手
作りのプランターに丁寧に苗を植えていきました。佐用商店街で靴の販売店を営む
羽山敦子さん（栄町）は「閉店する店は増えたが、花で少しでも明るい気持ちにさ
せてくれました」と笑顔で話していました（関連記事10㌻）。
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平成 21 年８月の台風９号災害から今月で３年。

大規模な災害が発生した場合、被害を最小限に抑えるためには、地域の力が欠かせません。

災害に強いまちをつくるために、私たちが、いま考え、行動しなければならないこととは。

今月号では、地域防災の要となる自主防災組織について考えてみます。

　
『
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
』。

　

気
象
庁
が
短
文
に
よ
る
気
象

情
報
を
初
め
て
発
表
し
た
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
や
３
年
前
の

台
風
９
号
災
害
、
東
日
本
大
震

災
な
ど
、
近
年
、
大
規
模
な
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
豪
雨
、

地
震
、
竜
巻
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
い

つ
か
『
必
ず
起
き
る
』
こ
と
を

自
覚
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。
そ
れ
が「
防
災
」「
減
災
」

の
第
一
歩
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
準
備
を
日
ご

ろ
か
ら
進
め
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
町
や
消
防
署
な
ど
限
ら

れ
た
力
で
す
べ
て
を
守
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
広
域
的
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
電
気

や
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

↓

 地域の力   で地域を守る

や
道
路
な
ど
の
交
通
網
が
機
能

し
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
発
災
直

後
の
人
命
救
助
や
初
期
消
火
活

動
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
地
域

の
力
が
必
要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が
守

る
」
と
い
う
思
い
で
、
自
主
的

に
自
治
会
単
位
で
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
訓
練
を
行

う
な
ど
し
て
、
平
時
か
ら
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

佐
用
町
で
は
平
成
24
年
３
月

末
時
点
で
、
１
１
３
自
治
会
が

自
主
防
災
組
織
を
結
成
。
組
織

率
は
約
８
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織

で
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
防
災
訓
練
を
行
っ
た

り
、
防
災
倉
庫
を
整
備
し
た
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
か
た

な
ど
災
害
時
に
避
難
な
ど
の
支

援
が
必
要
な
要
援
護
者
を
把
握

し
た
り
し
て
、
防
災
へ
の
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
、
過

疎
化
に
よ
っ
て
自
治
会
の
運
営

が
難
し
く
な
る
な
か
、
自
主
防

災
組
織
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ

た
り
、
災
害
時
に
そ
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
７
月
４
日
か
ら
15

会
場
で
自
主
防
災
組
織
の
説
明

会
を
実
施
。
町
か
ら
自
主
防
災

組
織
の
役
割
や
活
動
内
容
な
ど

の
説
明
や
、
組
織
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
地
域
住
民
の
名
簿

を
作
成
し
て
防
災
訓
練
を
２
回

実
施
し
た
場
合
、
一
世
帯
に
つ

き
５
０
０
円
を
上
限
と
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
防
災
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
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災害に強いまちをつくるために

「地域の力」で地域を守る

災
害
は
必
ず
起
き
る

被
害
を
最
小
限
に

町
内
の
組
織
率
は
約
８
割

15
会
場
で
説
明
会
を
実
施

　説明会での
　主な質問・意見

大規模な災害が発生した
場合、地域の消防団だけ
では対応できない。効率
的に機能できる自主防災
組織が必要。

災害時要援護者の把握が
難しい。個人情報保護の
観点から、住民台帳の作
成はなかなか進まないと
思う。

７月６日、７日の豪雨の
際、地域住民に一時避難
所へ避難を促すべきか、
家に留まるべきか判断に
悩んだ。自治会長の責任
がかなり大きい。

アルファ米の購入など、
避難訓練の実施にかかる
助成制度がほしい。

1

2

1 7月６日に行われた佐用地域
の説明会。多くの参加者が真剣
な表情で説明に聞き入っていま
した2職員がスクリーンを使っ
て説明した後、質問や意見交換
が行われました（７月４日の佐
用地域説明会）

円応寺自主防災組織の土のうづくり。大型土のうに通常サイズの土のうを収納し、災害時に備えています

↓

◉

◉

◉

◉
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「
見
た
こ
と
も
な
い
濁
流
が

集
落
に
流
れ
こ
み
、
土
の
う
を

作
る
作
業
に
必
死
で
、
集
落
全

体
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な

か
っ
た
」。

　

３
年
前
の
豪
雨
災
害
時
に
自

治
会
長
で
、
現
在
副
自
治
会
長

を
務
め
る
山
川
修
さ
ん
（
円
応

寺
）
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

佐
用
地
域
の
円
応
寺
集
落
。

同
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

佐
用
川
と
金
近
川
、
山
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
同
集
落
に
は
58

世
帯
１
６
７
人
が
暮
ら
し
、
高

齢
化
率
は
約
30
㌫
。
集
落
人
口

で
見
る
と
、
佐
用
町
で
は
平
均

的
な
集
落
と
い
え
ま
す
。

　

３
年
前
の
災
害
で
は
、
水
路

か
ら
あ
ふ
れ
た
水
と
山
か
ら
の

土
石
流
に
よ
っ
て
、
十
数
戸
の

家
屋
や
田
畑
が
浸
水
す
る
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

同
集
落
が
自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
た
の
は
、
災
害
前
の
平

成
18
年
。
山
川
さ
ん
は
「
た
だ

作
っ
た
だ
け
。
名
ば
か
り
の
組

織
で
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
３
年
前
の
災
害
を

経へ

て
、
平
成
22
年
に
行
っ
た
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
き
っ
か
け

に
集
落
の
意
識
が
徐
々
に
変
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
参
加
し
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
完
成
し

た
防
災
マ
ッ
プ
。
そ
こ
に
は
土

石
流
な
ど
に
よ
っ
て
避
難
経
路

が
な
く
な
り
、
孤
立
す
る
民
家

が
出
る
な
ど
様
々
な
課
題
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

感
じ
た
同
集
落
は
組
織
の
再
編

に
着
手
。
隣
保
単
位
で
班
を
編

成
し
、
土
の
う
づ
く
り
に
必
要

な
軽
ト
ラ
を
出
す
車
両
班
な
ど
、

集
落
で
考
え
、
災
害
に
対
応
し

や
す
い
組
織
に
変
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
▽
と
な
り

組
の
設
置
▽
一
時
避
難
場
所
を

３
カ
所
指
定
し
、
看
板
を
設
置

▽
防
災
倉
庫
の
建
設
と
資
機
材

を
整
備
▽
住
民
参
加
の
訓
練
を

実
施―

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

様
々
な
取
り
組
み
の
中
で
特

に
力
を
入
れ
た
の
は
、
と
な
り

組
制
度
（
５
ペ
ー
ジ
図
）。

　

こ
の
制
度
は
、
向
こ
う
３
軒

両
隣
り
の
考
え
方
を
基
に
し
た

も
の
。
組
を
中
心
に
隣
保
単
位

で
隣
り
同
士
が
連
絡
を
取
り
合

う
こ
と
で
、
集
落
全
体
で
安
否

確
認
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
「
隣
り
同
士
、
組
同
士
、
隣

保
同
士
が
連
携
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
安
否
確
認
を
確
実
に
行
う

だ
け
で
な
く
、
平
時
か
ら
連
携

が
深
ま
り
、
見
守
り
強
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」
と
役
員
と
し

て
取
り
組
ん
だ
船
曳
学
さ
ん

（
円
応
寺
）
は
、
こ
の
制
度
の

意
義
と
話
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
川
さ
ん
は
「
３

年
前
の
災
害
で
は
、
集
落
の
主

要
道
路
が
被
災
し
て
集
落
が
一

時
孤
立
し
た
。
災
害
時
に
は
、

横
坂
や
大
願
寺
集
落
な
ど
周
辺

集
落
と
連
携
し
て
助
け
合
う
こ

と
も
大
切
」
と
集
落
間
で
連
携

す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　　

自
主
防
災
組
織
が
本
格
的
に

動
き
出
し
て
２
年
。
順
調
と
思

え
る
取
り
組
み
に
も
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
役
員
の
交
代
。

同
集
落
の
自
主
防
災
組
織
の
任

期
は
２
年
。
役
員
が
交
代
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
人
が
防
災
活

動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
経
験
が
少
な
い
人
に
引

き
継
ぐ
こ
と
で
、
組
織
力
が
弱

ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
自
治
会
長
を
務
め

る
福
地
好
景
さ
ん
（
円
応
寺
）

は
「
経
験
が
豊
富
な
役
員
が
多

く
代
わ
り
、
私
も
す
べ
て
を
把

握
で
き
て
い
な
い
」
と
正
直
な

気
持
ち
を
口
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
山
川
さ
ん
は
「
経

験
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
が

防
災
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
。

こ
れ
が
集
落
全
体
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

話
し
ま
す
。

　

同
集
落
沿
い
を
流
れ
る
佐
用

川
。
河
川
改
修
工
事
が
進
み
、

豪
雨
の
際
に
は
、
安
全
が
以
前

よ
り
も
増
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

　

し
か
し
、山
川
さ
ん
は
「『
想

定
外
』
を
想
定
す
る
こ
と
が
本

当
の
危
機
管
理
。
災
害
に
絶
対

は
な
い
」
と
言
い
切
り
ま
す
。

そ
の
上
で
「
８
月
９
日
を
町
の

『
防
災
の
日
』
に
し
て
、
防
災

訓
練
な
ど
を
通
じ
て
み
ん
な
が

防
災
に
取
り
組
む
機
会
に
す
る

べ
き
。
自
然
災
害
か
ら
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

濁
流
が
集
落
に
流
れ
込
む

 
想
定
外  

を
想
定
す
る

豪
雨
災
害
以
後
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に
自
主
防
災
組
織
を
再
編
し
た
円
応
寺
集
落
。

そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■となり組制度
　となり組は、隣保単位で両隣に位置する家を１組とし
て互いに安否確認する仕組み。左図ではＡ、Ｂ、Ｃが第
１組となる。災害時に不在や被災によって組内での孤立
を防ぐため、隣の第２組に連絡を取る（Ｂ⇔Ｅ）。この
ように輪をつなぐようにして他の組と連絡を取り合い、
その結果を組長のA、D、Gが隣保長に連絡。最終的に
隣保長が自主防災組織の会長や役員に情報を伝達する。

↓

自
主
防
災
組
織
を
再
編

「
と
な
り
組
」
を
強
化

役
員
交
代
の
期
待
と
不
安

災
害
に   

絶
対   

は
な
い

「地域の力」で地域を守る

1円応寺集落付近で工事が進む佐用川の河川改修2防災倉庫にはヘル
メットや土のう袋、スコップなど 20 種類以上の資機材を整備していま
す3防災倉庫を整備する際には予算が足りず、地域住民が参加して作
業を行いました（生コンクリートを敷きならす様子）

1

2

3
自主防災組織の再編のきっかけとなった防災マップ。だれでも確認ができるように
集会所に張り出されています

↓

”

“
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３
年
前
の
豪
雨
災
害
で
集
落
の
約

９
割
が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け
た
久

崎
集
落
。
同
集
落
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
防
災
総
合
政
策
研

究
機
構
と
協
働
し
て
、
避
難
時
の
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
定
め
た
「
久

崎
自
治
会
防
災
行
動
支
援
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
、
同
機
構
は
久
崎
集

落
の
被
災
状
況
を
独
自
に
調
査
。
当

時
の
隣
保
長
へ
の
聞
き
取
り
や
地
域

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
。
そ
の
結
果

を
冊
子
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
冊
子
に
は
、
避
難
時
に

必
要
な
情
報
や
自
分
の
避
難
ル
ー
ト

を
書
き
込
む
白
地
図
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
同
集
落
の
全
戸
に
配
布
さ
れ

　

三
日
月
地
域
の
本
郷
地
区
。

大
内
谷
、
添
谷
、
鎌
倉
、
仁
増
、

中
村
、
湯
小
の
６
集
落
が
本
郷

川
沿
い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

６
集
落
は
、
古
く
か
ら
消
防
団

や
子
ど
も
会
行
事
な
ど
で
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　

６
集
落
の
う
ち
、
人
口
が
最

も
多
い
仁
増
集
落
で
も
１
０
０

人
足
ら
ず
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

で
は
役
員
の
後
継
者
不
足
な
ど
、

自
治
会
運
営
が
難
し
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
の
豪
雨
災
害
で
は
、

同
地
区
に
は
大
き
な
被
害
は
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
同

地
区
に
は
山
崎
断
層
が
あ
り
、

い
つ
大
規
模
な
地
震
が
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
広
域
的
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
自
分
た
ち
の
集
落

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
」。

町
自
治
会
連
合
会
会
長
で
鎌
倉

自
治
会
長
の
坂
口
榮
さ
ん
は
、

強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

６
集
落
で
は
防
災
な
ど
自
治

会
運
営
に
関
す
る
様
々
な
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
６
月

か
ら
自
治
会
間
で
の
相
互
協
力

を
検
討
。
月
に
一
度
、
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
21
日
の
夜
。
６
集
落
の

自
治
会
長
が
、
次
々
に
中
村
集

落
の
集
会
所
に
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
日
の
会
議
で
は
、
防

災
に
つ
い
て
の
意
見
が
活
発
に

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

手
を
つ
な
ぎ
防
災
力
を
高
め
る

「地域の力」で地域を守る

わ
か
ら
な
い
。
消
防
団
員
は
仕

事
で
不
在
の
場
合
が
多
く
、
大

規
模
な
災
害
の
場
合
、
消
防
署

や
消
防
団
に
は
頼
れ
な
い
。
初

期
消
火
な
ど
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
か
な
け

れ
ば
」
と
仁
増
自
治
会
長
の
下

出
孜
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
平
成
８

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
急
増
し
ま
し
た
。
こ
の

大
震
災
で
は
約
９
割
以
上
が
自

力
、
家
族
、
近
隣
住
民
な
ど
地

域
の
力
で
助
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
や

消
防
団
員
だ
け
で
は
消
火
で
き

な
い
火
の
延
焼
も
、
地
域
住
民

の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
で
被
害

の
拡
大
を
免
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　　
「
消
防
署
や
消
防
団
に
頼
れ

な
い
場
合
、
防
災
の
中
心
と
な

る
世
代
は
60
歳
代
か
ら
70
歳

代
前
半
」「
初
期
消
火
に
備
え
、

女
性
に
も
放
水
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
」「
高
齢
者
が
多
く
、

複
数
の
人
数
で
も
寝
た
き
り
の

人
を
避
難
さ
せ
た
り
、
救
出
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
は
体
力
的
に

難
し
い
」。
自
治
会
長
か
ら
は
、

様
々
な
意
見
や
課
題
が
飛
び
交

い
ま
す
。

　

６
集
落
で
は
、
既
に
自
主
防

災
組
織
を
結
成
。
消
火
班
、
救

出
・
救
護
班
、
避
難
誘
導
班
、

給
食
・
給
水
班
な
ど
８
つ
の
班

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本

郷
地
区
を
含
め
た
三
日
月
東
部

地
域
で
は
、
班
ご
と
に
集
ま
っ

て
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
、
６
集
落
の
自

主
防
災
組
織
か
ら
な
る
『
本
郷

地
区
自
主
防
災
会
』
を
結
成
し
、

平
時
か
ら
訓
練
を
通
し
て
連
携

を
深
め
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
坂
口
さ
ん
は
「
小
規

模
な
集
落
で
は
、
人
数
が
足
り

ず
十
分
な
訓
練
す
ら
で
き
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

防
災
を
含
め
た
集
落
の
課
題
に

対
し
て
、
手
を
つ
な
ぎ
、
互
い

に
協
力
す
る
こ
と
で
解
決
す
る

道
を
探
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。　

小
規
模
な
集
落
が
点
在
す
る
三
日
月
地
域
本
郷
地
区
。
古
く
か
ら
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
６
集
落
で
は
、

防
災
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
自
治
会
同
士
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
ま
す
。↓

防災行動支援ブックを
作成

久崎自治会ま
す
。

　

ま
た
、
冊
子
の
作
成
に
携
わ
っ
た

同
機
構
の
松
尾
一
郎
さ
ん
が
６
月
25

日
、
久
崎
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

久
崎
地
区
セ
ン
タ
ー
で
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
被
災
地
を
駆
け
回
る

松
尾
さ
ん
。
松
尾
さ
ん
は
「
大
地
震

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
は

全
国
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
」
と

し
た
上
で
、「
早
め
に
避
難
を
判
断

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
家
族
や
自

分
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
の
防
災
力
向
上
に

は
、
防
災
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご

ろ
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
」
と

し
、「
防
災
、
減
災
の
た
め
に
、
地

域
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て

く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

↓

早
め
の
避
難
が
命
を
救
う

熱弁をふるう松尾さん

応急担架訓練（仁増自主防災組織） 月に１度、自治会長が集まって自治会間の相互協力を話し合っています

古
く
か
ら
深
い
つ
な
が
り

月
に
一
度
の
相
互
協
力
会
議

消
防
に
は
頼
れ
な
い

自
主
防
災
組
織
が
連
携

給食・給水班の炊き出し訓練（三日月東部地域）

↓

↓



89

　

京都府立植物園で再生した「佐用の庭」

河川改修で取り壊された庭が
京都府立植物園で “再生 ”
　佐用川の河川改修によって取り壊された今津晴夫さ
ん（川原町）自宅庭の岩と樹木が、このほど、京都府
立植物園に移設され、ロックガーデン「佐用の庭」と
して訪れた人々の目を楽しませています。
　今津さんの庭は、昭和 54年に園芸家の森和男さん
（三田市）が中心となって、大撫山から採取した岩と
ドウダンツツジなどの樹木を使って造成。このほど、
河川改修によって庭が取り壊されること知った森さん
が、ロックガーデンを計画していた同園に相談し、移
設が決定。６月末に同園に完成しました。
　

地域のにぎわいづくりが課題
復旧・復興工事は順調に進ちょく

　町災害復興計画に基づき、復興の進ちょく確認や課題分析を行う「町災害復興計画フォローアップ
委員会」が、７月 19 日、上月文化会館で第２回目の会議を開催し、平成 23 年度末時点の復興状況に
ついて意見交換を行いました。

　

平
成
23
年
１
月
以
来
の
開
催
と

な
っ
た
会
議
で
は
、
町
と
県
が
平

成
23
年
度
末
時
点
で
の
復
興
状
況

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
は
、

大
規
模
な
河
川
改
修
工
事
が
平
成

25
年
度
末
に
完
了
予
定
で
順
調
に

進
ち
ょ
く
し
て
い
る
こ
と
や
、
孤

立
集
落
が
予
想
さ
れ
る
10
集
落
に

衛
星
携
帯
電
話
と
発
電
機
を
配
置

し
た
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
興
事
業
を
確
認
す
る

た
め
、
仁
位
地
区
の
緊
急
治
山
事

業
や
久
崎
地
域
の
大
規
模
河
川
改

修
の
現
地
を
確
認
。
工
事
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
河
川

改
修
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
業
者
な

ど
流
入
人
口
が
増
え
て
い
る
が
、

商
店
街
に
は
空
き
店
舗
が
散
見
し

て
い
る
。
お
金
を
地
域
内
で
循
環

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」「
災

害
の
風
化
が
感
じ
ら
れ
る
。
防
災

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
の
関
西
学
院
大
学
教

授
・
室
﨑
益
輝
さ
ん
は
「
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
進
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
人
口
減
な
ど
過
疎
化
が
進
む

な
か
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
が
必
要
」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
問
企
画
防
災
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

◎室﨑益輝   関西学院大学教授

○前林清和   神戸学院大学教授

井口悦子   一般公募

井上洋文   町議会台風９号災害・
  復興対策特別委員会委員長

横生　均   町教育委員長 職務代行者

坂口　榮   町自治会連合会会長

祖開正平   町農業委員会会長

谷本　学   町商工会会長

新田妙子   町民生委員会副会長

松田芳夫   町消防団長

藤原由成   西播磨県民局長

■フォローアップ委員 
　※◎は委員長、○は副委員長

■オブザーバー

（敬称略）

　1久崎集落周辺の河川改修現場に
出向き、復興事業の状況を目で確か
める委員の皆さん2活発な意見交換
が行われた委員会の様子

町災害復興計画
フォローアップ
委員会

シリーズ

ごみのはなし
Vol. ８

ビンとキャップは分けましょう
　７月から町内一斉に始まった新しいごみの分別収集。それぞれのご家庭や事業所などでは、
分別収集の取り組みが進められています。開始から２カ月が経

た

ち、分別方法などに関する問い
合わせがクリーンセンターや役場に寄せられています。今月号以降、シリーズ「ごみのはなし」
では種類別に分別の注意点などをお知らせします。今月号は「ビン」についてです。

問住民課環境衛生対策室　☎８２ー０６６０　　問佐用クリーンセンター　☎８２ー０２９３

■栄養ドリンクやインスタントコーヒーなどに
付いているキャップは、ビンと一緒に出さずに
分けて出してください。キャップは種類に分け
て、「もえないゴミ」「プラスティック製容器包装」
などに出してください。

■調味料のビンなど、キャップとビンが一体化
して外れない場合は、そのままビンで出してく

ださい。また、ラベルがはがせない場合は、そ
のまま出してください。

■中の汚れを取り除いて、「透明」「茶色」「その
他の色」と色ごとに分けて出し
てください。
　くわしくは、６月号広報と
配布した「分け方・出し方ガ
イドブック」をご覧ください。

ビンに関する注意点

「もえないゴミ」へ 「プラスティック製
容器包装」へ

キャップが外れない場合は
そのまま「ビン」へ

◉事業者の皆さんへ
　事業所のごみは、平成 25年４月から新しい基準での搬入に変更となります。
　10月ごろに、事業系廃棄物の処理についての説明会を実施する予定です。

1

2
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明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
総務課広報室　☎８２－２５４９

ひまわり記念切手でＰＲ
岡本敏和さん（仁方）の写真がひまわり切手に

　町内外から多くの観光客が訪れる「南光ひ
まわり祭り」をＰＲしようと、このたび、ひ
まわりの花をモチーフにしたフレーム切手が
制作されました。
　この切手は、平成 21年から 1,000 部限定
で発売され今年で４回目。今年は佐用写真
サークル代表の岡本敏和さん（仁方）が撮影
した写真が切手に使用されています。切手は
西播磨管内の郵便局やひまわり祭り会場内で
販売されました。
　岡本さんは「ひまわりを撮影することで元
気が出てくる。この切手で皆さんにも元気が
広がれば」と笑顔で話していました。 切手のレプリカを手にする岡本さん（一番右）

少しでも明るい気持ちに
佐用高校生が佐用商店会加盟店に花を届ける

　６月 28 日、佐用高校生が育てたマリー
ゴールドの花が佐用商店会加盟店に届けら
れました。
　この取り組みは平成 21 年８月災害で被
災した商店を花で彩ろうと、災害以降に年
に２回、同商店会の協力を得て続けられて
います。今回は、同校の生徒が５月初旬か
ら育てた 800 株が配られ、生徒たちの手に
よって店の前のプランターに一株づつ丁寧
に植えられていきました。
　生徒たちは商店の皆さんに「心を込めて
一生懸命育てた花です。大事に育ててくだ
さい」と声をかけていました。

プランターに苗を植える佐用高校生

日々磨いた操法技術を披露

息のあった演技を見せた佐用第２機動分団の皆さん

佐用第２機動分団が町代表として西播磨大会に出場

　７月１日、兵庫県広域防災センター（三
木市）で西播磨地区消防操法大会が開催さ
れ、町代表として佐用第２機動分団が出場
しました。
　同分団は５月 20 日に行われた町大会で
優勝し町の代表に。その後、今大会に挑む
ため５月下旬から週に２回、夜遅くまで練
習を重ね、チームワークと技術を磨いてき
ました。今大会には西播磨４市３町の代表
が参加し、互いの技術を競いました。
　残念ながら入賞は逃しましたが、団員た
ちは日ごろの練習の成果を発揮し、素晴ら
しい演技を披露しました。

 FLASH  NEWS 　まちの話題

体を使った遊びの一つ。一回転して「ハイ！着地」

パパヂカラでふれあい遊び
ママプラザ「父と子のふれあい講座」

ひまわりの間引き作業を行う徳久小学校の児童たち

この風景を守り続けたい
三宅登さん、サヨ子さん夫妻のアジサイ園が満開

棚田に生えるアジサイがこの絶景を生み出します

　三宅登さん、サヨ子さん夫妻（大垣内）
が丹精込めて育てたアジサイ園が、６月下
旬から７月上旬に見ごろを迎えました。
　28 年前から植え始め、シーズンには 25
品種約 2,000 株から育った花が一面に咲き
誇ります。昨年は平成 21年８月災害の復旧
工事の影響で開園を自粛。さらに１月には
登さんが肩を痛め入院し、開園が危ぶまれ
ていましたが、無事に開園。期間中、訪れ
た約 1,200 人の目を楽しませてくれました。
　三宅さん夫妻は「花を見てくれたかたの
褒め言葉が励ましになった。この風景を守
り続けたい」と抱負を語りました。

徳久小学校と小宅小学校（たつの市）が交流会

　６月 28 日、徳久小学校とたつの市立小
宅小学校との交流会が行われました。
　両校は平成 20 年からひまわりを通じた
交流を続けています。この日は東徳久営農
組合の畑で約１㍍に成長したひまわりの間
引き作業を体験。児童たちは青々としたひ
まわり畑の中で、額に汗しながら懸命に作
業を行いました。作業後は体育館でひまわ
り関するクイズをしたり、一緒にお弁当を
食べたりして交流を深めました。
　参加した船曳誠くん（東徳久）は「間引
き作業は大変だった。花がきれいに咲いて
くれたらいいな」と笑顔を見せていました。

７月 1日、子育て中のお父さんを含む親子
75人が参加し、「父と子のふれあい講座」が
さよう子育て支援センターで行われました。
　講師の神戸常磐大学准教授・小崎恭弘さん
が、最近急増する子どものケガの防止には、
幼いころから体の使い方を覚えることが大切
と説明。その後、親子たちは音楽に合わせて
飛んだり、跳ねたりしながら、全身を使った
遊びで楽しみました。
　参加した藤本謙二郎さん（力万）は「普段
は絵本を読む程度でしたが、今日は体を使っ
て楽しく子どもと触れ合えました」と汗をぬ
ぐいながら笑顔で話していました。

大輪の花が咲いたらいいな
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開 催 日 名　　称 場  所  や  内  容  な  ど

８月14日㊋  平福夏祭り
 ・夜店（午後 6時 30分～午後９時 /智頭急行　『平
　福駅』前）
 ・花火大会（午後 7時 30 分～ / 約 220 発）

８月15日㊌  佐用ふるさと納涼夏祭り

 ・夜店（午後５時 30 分～午後 10 時　
     歩行者天国 /佐用商店街）
 ・漫才とパフォーマンスショー
　（矢野・兵動、ウーマンラッシュアワーほか
　 午後６時 30 分～ / 役場前）
 ・仮面ライダーフォーゼショー
  （①午後 6時 10 分   ②午後８時 / 中町交差点）

８月23日㊍  田此日限地蔵尊夏祭り

 ・夜店（午後５時～  歩行者天国 /田此商店街）
 ・漫才とパフォーマンスショー
　（ダイアン、女と男ほか　
　 午後７時～ /日限地蔵尊境内）
 ・ミニＳＬ（午後６時～ /田此ふれあい広場 )
 ・花火大会（午後８時30分～午後９時 /約 500発）

　医療費の自己負担が高額になったとき、定められた自己限度額を超えた分は高額療養費として支
給されます ( ただし対象外費用あり）。
　入院した場合の高額療養費は、病院で「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減
額認定証」を提示すると、窓口での支払い自己負担限度額までとなります。
　また、国民健康保険加入者全員と世帯主が住民税非課税の場合は、食事代の減額も受けられます。
　外来や複数の医療機関への支払いで自己負担限度額を超える場合や認定証をお持ちでない場合
は、後日申請すると支給されます。

　認定証の有効期限は、８月１日から翌年 7 月 31 日まで。更新手続きや新規交付申請は、住民課、
または各支所・出張所で受け付けています。被保険者証・印かんをご持参ください。
　なお、国民健康保険税を滞納していると、交付が受けられない場合があります。

「限度額適用・標準負担額減額認定証」
高額な医療費が発生した場合、窓口の一部負担金が減額されます

納涼      祭り

　町では、平成 20 年から「佐用町ふるさと応援基金条例」を制定し、ふるさと佐用町へまちづくり
への寄附金を全国から広く募っています。佐用町へ思いを持つ全国の皆さんへ本制度を広め、本町の
まちづくりにご支援いただくようご協力ください。
　
　
　お寄せいただいた寄附金の使い道は、次の
①～③から選んでいただきます。特に指定さ
れない場合は、目的達成のために町長が必要
と認める事業に充当します。

①ひとづくり事業
　子育て支援の充実や生涯学習の推進、学校
教育の充実、青少年育成など
②まちづくり事業
　保健・医療の充実、高齢者福祉の充実や地
域福祉活動、観光振興、雇用対策、起業支援
など
③自然環境づくり
　棚田や清流「千種川」の保全、花いっぱい
運動の推進、歴史的環境の保全、環境保全の

推進、文化財の保存など
■寄附金は 5、000 円が１口ですが、5､ 000 円   
　以下でも可能です。
■ 2、000 円を超える寄附をいただいたかたは、
　確定申告で寄附金控除が受けられます。
■２口以上の寄附をいただいたかたには、本
　町の特産品を進呈します。

■寄付額　2,625,000 円（106 件）
■使途内容
・上三河農村舞台の花道等整備
・浸水表示板設置
・図書館の図書購入
・自治会の防災活動支援助成

　◉寄附金の使い道

ふるさと「佐用町」のために、ご協力ください

ふるさと佐用応援寄附金

夏
問企画防災課まちづくり企画室　☎８２－０６６４

町内の夏祭りに行こう

国民健康保険に加入の皆さんへ

問住民課 年金・保険室　☎８２－０６６０

■日時　９月７日㊎　
　　　　午後１時30分～午後４時30分
■場所　町コミュニティ防災センター
■内容　心肺蘇生法、ＡＥＤ、止血法
■受講料　無料
■募集人数　30名（定員になり次第締切）
■募集期間　８月 1日㊌～ 31日㊎

「まちかど救命士」養成講習

受講者募集

　消防署では、１人でも多くの人が応急手当
を身につけ、「まちかど救命士」として活躍
していただけるよう、次のとおり講習会を実
施します。

心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法を身につける

問消防署 救急救助課　☎８２－３８７２

　皆さんの農機具は、農機具損害共済に加入
されていますか。
　これから米の収穫をむかえ、農機具を扱う
機会が増えます。どんなに慣れている作業で
も、転覆や接触事故を起こさないとは限りま
せん。
　万が一の事故などに備え、農機具損害共済
へ加入しましょう。
　契約は新調達価格で、１台あたり10万円
から1,000万円まで（中古の購入の場合は購
入価格が限度）加入できます。
　掛金は共済金１万円あたり40円です。
　くわしくは、次へお問い合わせください。

問農林振興課農業共済推進室
　☎８２－０６６７

安い掛け金で大きな安心

農機具損害共済に加入を

　入院時など高額な医療費が発生した場合、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示すると
窓口の一部負担金が軽減されます。８月は証の更新月です。更新が必要なかたは、役場窓口で手続
きしてください。

■有効期限は７月末まで。更新の場合、役場窓口で手続きが必要です

■住民税非課税世帯のかたは、食事代も減額されます

SAYO  Monthly  Information  　８月のお知らせy

　◉ 106 の温かい気持ちに感謝します
          平成 23 年度の寄付額と使途内容

浸水表示板
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町営住宅入居者を募集

■入居募集住宅　佐用町営住宅 （※ただし、米田、折口、手布住宅は除きます。）
■書類配布・受付期間　８月６日㊊～９月７日㊎
■入居資格　国税・地方税の滞納のないかた。　同居する親族のあるかた。結婚予定の　
　あるかた。現在住居に困っているかた。収入基準に合うかた。
■収入基準　お問い合わせください。
■家賃　所得や入居される住宅により違います。
■敷金　家賃の３カ月分
■申込書類　商工観光課にある申込書に必要事項を記入し、入居をしようとする家族で、　
　所得のあるかた全員の所得証明書と納税証明書、　住民票を添えて申し込みください。
■選考方法　資格審査後に町営住宅入居者選考委員会で決定します。

問商工観光課定住対策室　  ☎８２－０６７０

　65歳以上のかたを対象に、公共施
設への入場が無料になる「西播磨レイ
ンボーカード」を配布します。
　利用期間は、９月１日㊏～ 30日㊐
まで。カードを希望されるかたは、社会福祉推進
室、または各支所へ申請してださい。

■利用対象施設　
　姫路城、姫路市立動物園、美術館、水族館、好
古園、うすくち龍野醤油資料館、赤穂市立歴史博
物館、太子町立歴史博物館、柳田國男記念館など、
西播磨の 22施設でご利用できます。
問健康福祉課 社会福祉推進室　☎８２ー０６６１

65 歳以上の皆さんへ

西播磨レインボーカードで
施設入場料が無料

町内４カ所にフリースポットを開設

登録制です

　町内に整備した光ケーブル網を利用し、役場本庁舎、道
の駅 宿場町ひらふく、ゆう・あい・いしい、笹ヶ丘荘の４
カ所に、無料で高速ネットワークにアクセスできるフリー
スポット（公衆無線ＬＡＮアクセスポイント）を設置し、
サービスを開始しました。
　サービスの開始によって、スマートフォン（多機能携帯
電話）などで閲覧に時間のかかる動画などを短時間で読み
込むことができます。観光情報の発信のほか、災害時に災
害情報の収集に有効利用できるように役場本庁舎の非常電
源にも接続しています。

施設名 サービス利用可能日 利用時間 提供場所

佐用町役場本庁舎 平日
午前８時 30 分から
午後６時 １階・２階

道の駅宿場町ひらふく  年中 終日  休憩・情報コーナー

みどりの健康舎
ゆう・あい・いしい 休館日を除く日 午前 10 時から

午後８時（※）  レストラン内

笹ヶ丘荘 休館日を除く日
午前 10 時から
午後７時（※） 管内

■開設箇所

（※）ゆう・あい・いしい、笹ヶ丘荘は、宿泊利用の場合、利用時間の制限はありません。

問総務課広報室     ☎８２－２５４９

無線で高速インターネットの利用が可能

　障がいのあるかたなどを対象にした「兵
庫ゆずりあい駐車場制度」について、７月
から利用証の申請、交付を健康福祉課各室
や各支所、出張所窓口で行っています。
■利用証の交付対象者
　要介護認定を受けたかたや障がいのある
かたなど。
　くわしくは次へお問い合わせください。
■申請方法
　申請書に記入し、歩行が困難なことが確
認できる書類を提示してください。
　代理申請の場合は身分証明書の提示が必
要です。
問健康福祉課社会福祉推進室　☎８２ー０６６１

ご利用ください
兵庫ゆずりあい駐車場制度

該当のかたは役場の窓口まで

　町では、３月と９月の年に２回、町営住宅の入居者を募集しています。
　登録制で、空家が出た場合、申込受付後に開催する選考委員会で決定した登録名簿の順
に入居となります。

「生ワクチン」から「不活化ワクチン」へ変更
９月１日から切り替わります

　９月 1日から、ポリオの予防接種が生ワクチンから不活化ワクチンに切り替わります。対象の
皆さんは、必ず受けるようにしましょう。

■生ワクチンと不活化ワクチンの違い　
　生ポリオワクチンはポリオウイルスの病原性を弱めて作られるワクチンで、少ない接種回数で
免疫ができますが、接種後、ごくまれに麻痺を起こす場合が報告されています。
　不活化ポリオワクチンは、ポリオウイルスから免疫をつくるのに必要な成分を取り出し、病原
性をなくして作られたワクチンで、ポリオと同様の症状が出る副反応はないといわれています。
■接種方法の変更など
・対象年齢はこれまでと変わりません。（生後 3か月～ 90か月）
・9月以降は、集団接種から医療機関での個別接種となります。
・接種回数は 2回から 4回になり、接種間隔は 1回目～ 3回目（初回接種）はそれぞれ 20日以
上の間隔をおいて接種し、3回目の接種後 6か月以上の間隔をおいて 4回目（追加接種）を接種
してください。
　　
　

　
　対象となるお子さんがいるご家庭に、別途案内を通知します。くわしくは、次へお問い合わせ
ください。

問健康福祉課健康増進室     ☎８７－８０２０

  ポリオワクチンをまだ 1回も受けていないかた           不活化ワクチンを合計 4回接種

  生ポリオワクチンをすでに1回受けているかた           不活化ワクチンをあと 3回接種

  生ポリオワクチンをすでに2回受けているかた           接種する必要はありません
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　今年も人権標語を募集
します。テーマは自由で
す。温かい気持ちになれ
る標語をお待ちしており
ます。

■応募方法　標語、住所、名前、年齢、電話番
　号を用紙に記入して、応募（持参、郵送、Ｆ
　ＡＸ、Ｅメール）してください。
■応募締切　９月６日㊍
■選考　選考委員会で５点程度の入賞作品を選
　考します
■表彰など　入賞作品は、12 月１日㊏に開催
　の「人権まちづくりフェスタさよう 2012」
　で表彰し、記念品を贈ります。また、啓発資
　料などに使用します。
■お問い合わせ・応募先　〒６７９―５３０１
　佐用町佐用２５８５　生涯学習課（月曜休館）
　☎８２－３３３６　ＦＡＸ８２－０３１３
　orihime@town.sayo.lg.jp

８月は町人権推進月間

人権標語を募集

問税務課 町税対策室　 ☎８２－０６６２

家屋解体、新・増築する場合は連絡を

　未登記家屋の新・増築や取り壊しや、所有
権移転をされた場合、それを把握することは
困難です。課税漏れや誤って課税する恐れが
ありますので、必ずご連絡ください。
　また、平成 24年中に新・増築された家屋
については、９月から 12月にかけて家屋評
価を行いますのでご協力をお
願いします。すでに登記が完
了されたかた、または建築確
認申請書を提出されたかたは、
連絡は不要です。

家屋評価にご協力を

平成 23 年度の人権標語
「その手と手　つなげば広がる　みんなの和」

平成 25年  成人式

運営スタッフを募集

自分たちの成人式は
自分たちの手で

　成人式は一生に一
度切りのもの。そんな
大切で、思い出に残
る成人式の運営に関
わってくれる新成人
の皆さんを募集して
います。
　主な内容は、事前の
準備から当日の式典
運営までサポートを
お願いします。
　くわしくは、下記までお問い合わせください。

平成 25年成人式
■と　き　平成 25年１月３日㊋   
　　　　　 午後１時 30分～
■ところ　さよう文化情報センター
　
問総務課総務人事室　☎８２－２５４９

昨年の様子

（敬称略）

第34回佐用町卓球大会
■開催日　６月 17日㊐
■場　所　上月体育館
　（※町内関係者分及び１位グルー
プ結果のみ）

一般男子シングルス
　優　勝　北野広大（SC21 みかわ）
　第２位　水口航（佐用高校）
　第３位　福原将人（SC21 みかわ）
　第３位　野中駿（SC21 みかわ）

一般女子シングルス
　優　勝　井上愛夢美（SC21みかわ）
　第３位　竹野香菜（SC21 みかわ）

中学男子シングルス
　第３位　藤本真也（上津中）

中学女子シングルス
　第２位　井上恵梨香（SC21みかわ）
　第３位　藤本樹里（SC21 みかわ）

小学生シングルス　
　優　勝　赤松和紀（SC21 みかわ）
　第２位　国広康介（長谷クラブ）
　第３位　原田愛佳（三日月クラブ）
　第３位　藤本実玖（SC21 みかわ）

男子ダブルス
　優　勝　福原将人・野中駿
　　　　　（SC21 みかわ）
　第２位　春名佑紀・内山佳也　　
　　　　　（SC21 みかわ）
　第３位　垣谷和哉・坂本誠治　　
　　　　　（上月クラブ）
　第３位　水口航・藤井和也　　　
　　　　　（佐用高校）

女子ダブルス
　優　勝　井上愛夢美・竹野香菜
　　　　　（SC21 みかわ）
　第２位　勝山紗帆・藤本樹里
　　　　　（SC21 みかわ）
　第３位　井上花恋・井戸里緒菜　
　　　　　（SC21 みかわ）
　

　６月 27日、第３回西播磨地域消防広域化
協議会が開催され、名称などが次のとおり決
定しました。
・組合名称　西はりま消防組合
・本部名称　西はりま消防本部
・組合が共同処理する事務　など

■第５回協議会の開催
　第５回協議会は、８月 22日㊌午後２時か
ら太子町で開催します。

問西播磨地域消防広域化協議会事務局　
　☎０７９１－６４－３１２２
問総務課総務人事室　☎８２－２５４９

新しい消防本部の名称は

西はりま消防本部に決定

昨年の人権ポスター作品
（三日月保育園）

　６月 23日、24日、第 32回西播地区ミニバスケッ
トボール夏季大会が相生市立那波中学校体育館で行
われ、佐用ミニバスケットボール教室（男子）が「選
手権の部」で優勝しました。
　姫路、相生など４チームがリーグ戦で激突。２勝
同士で迎えた姫路との対戦では、序盤にリードを許
しながらも後半には持ち前の機動力を生かして得点
を重ね逆転。見事、３月の新人戦に続く優勝を成し
遂げました。
　チームを指導する留田剛志さん（上長尾）は「今
大会に向けチーム一丸で練習に励んで来た。その成
果が結果につながりました」と話していました。

佐用ミニバス教室（男子）西播大会優勝

優勝を喜ぶ佐用ミニバスケットボール教室の皆さん

スポーツ
　　ひろば

がんばった みんなに

佐用町ペタンク大会
■開催日　６月 23日㊏
■場所　上月グラウンド
　※優勝のみ掲載
　Ａブロック　平福ニュースポーツ同好会Ｃ
　Ｂブロック　青木Ａ
　Ｃブロック　ひまわり
　Ｄブロック　中上月
　Ｅブロック　栃岡チーム
　Ｆブロック　赤穂ペタンク協会Ｂ
　Ｇブロック　赤穂ペタンク協会Ａ
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●大人向けの本 
 「判断力」を強くする　－正しく判断するための 14
　　の指針　　　　　　　　藤沢晃治／著　講談社
　知れば知るほどおもしろい琉球王朝のすべて　　
　　　　　　　　　　喜納大作／著　河出書房新社
　イギリスの不思議と謎　　金谷展雄／著　集英社
　ローマ法王に米を食べさせた男　　－過疎の村を
　　救ったスーパー公務員は何をしたか？　　　　
　　　　　　　　　　　　　高野誠鮮／著　講談社
　中国・四国子どもとでかけるらくらくアウトドア
　　スポット　　秀巧堂おでかけプロジェクト／著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メイツ出版
　めぐみへの遺言　　　　　横田　滋／著　幻冬舎
　つながりあういのち　－生き物博士千石センセイ
　　最後のメッセージ　　　　　　　千石正一／著
　　　　　　　ディスカヴァー・トゥエンティワン

　 加齢臭読本　   　　　　　  奈良　巧／著　草思社                       
    パパは金属博士！　－身近なモノに隠された金属
　　のヒミツ　　　　　吉村泰治／著　技報堂出版
　ジュレの便利帳　－毎日の食事が楽しく、おいし
　　くなる　　　　　吉田瑞子／著　日東書院本社
　デトックス・ベジフルジュース　　　　　　　　
　　　　　　　　　　庄司いずみ／著　主婦の友社
　ポイントカード超整理術　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　桜井雅英／著　ＵＳＥ
　月　　　　　　　　　　稲畑汀子／著　角川書店
　東京プリズン　　　赤坂真理／著　河出書房新社
▲ロスジェネの逆襲　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　池井戸　潤／著　ダイヤモンド社
■花のさくら通り　　　　　荻原　浩／著　集英社
■ふくろう　　　　　　　梶　よう子／著　講談社
　鉄のあけぼの　上・下　黒木　亮／著　毎日新聞社
★エリートの転身　　　　　高杉　良／著　光文社
▲よみがえる力は、どこに　城山三郎／著　新潮社
★おやじネコは縞模様　群　ようこ／著　文芸春秋
　通信教育探偵ファイロ・ガッブ　　　　　　　　
　　　   エリス・パーカー・バトラ／著　国書刊行会

●子ども向けの本
　学研の小学生の自由研究　科学編　学研教育出版
　がたんごとんがたんごとんざぶんざぶん 　 　
　　　　　　　　　　安西　水丸／さく  福音館書店
　 
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

　

感
情
表
現
の
苦
手
な
子
は
、

泣
き
や
ま
な
か
っ
た
り
、
い
つ

ま
で
も
駄だ

だ々

を
こ
ね
た
り
し
て
、

親
を
困
ら
せ
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
言
え

ば
、
幼
い
こ
ろ
に
手
の
か
か
っ

た
子
は
、
成
長
す
る
に
従
っ
て

し
っ
か
り
す
る
子
が
多
い
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

親
は
不
思
議
な
も
の
で
、
手

の
か
か
ら
な
い
子
に
は
、
手
を

か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

一
方
、
手
の
か
か
る
子
た
ち

は
、
親
の
手
が
伸
び
る
よ
う
な

振
る
舞
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
行
動
は
、
自
ら

必
要
な
も
の
を
手
に
入
れ
る
努

力
を
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

欲
し
い
も
の
を
ほ
し
い
と
言
え

る
強
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
し
て
、
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
な
ら
、
必
ず
応
え
て
く
れ

る
と
い
う
信
頼
感
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
手
を
か
け
て
ほ
し
い
と

主
張
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
激
し
い
感
情
は
、
信
頼

で
き
る
人
に
し
か
向
け
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。
多
く
の
場
合
、

そ
れ
は
お
母
さ
ん
で
す
。
泣
い

て
泣
い
て
、
し
か
ら
れ
て
も
怒

ら
れ
て
も
訴
え
た
い
ほ
ど
、
お

母
さ
ん
を
頼
っ
て
い
ま
す
。　

　
『
こ
の
子
を
育
て
ら
れ
る
の

は
自
分
だ
け
』と
、誇
り
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
手
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
手
を
か
け
た

分
だ
け
必
ず
応
え
て
く
れ
る
。

そ
う
信
じ
て
く
だ
さ
い
。

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

　

タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
思
わ
ず

驚
か
れ
た
か
た
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
天
の

川
と
呼
ば
れ
る
私
た
ち
地
球
が

属
す
る
銀
河
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

銀
河
が
衝
突
す
る
可
能
性
は
、

以
前
か
ら
様
々
な
研
究
を
通
じ

て
判
明
し
て
い
ま
し
た
。 

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
は
、
観
測
デ
ー

タ
を
基
に
二
つ
の
銀
河
の
衝
突

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。 

　

下
記
の
写
真
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
描
き
出
さ
れ
た

37
億
５
千
万
年
後
の
夜
空
で
す
。

こ
の
あ
と
、
二
つ
の
銀
河
は
衝

突
し
、
70
億
年
後
に
は
巨
大
な

楕
円
銀
河
が
輝
き
ま
す
。
そ
の

時
に
は
、
残
念
な
が
ら
天
の

『
川
』
の
姿
で
は
な
い
よ
う
で

す
。 

　

夏
は
天
の
川
が
夜
空
に
輝
く

季
節
で
す
。
夜
空
を
見
上
げ
て

天
の
川
の
西
側
で
、
か
す
か
に

光
る
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
31
日
㊎
ま
で

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

　

※
８
月
８
・
９
・
22
・
23
日

　
　

と
日
、
月
曜
日
は
閉
室

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ

　

ン
タ
ー
会
議
室

　

図
書
館
に
は
、
自
由
研
究
な

ど
に
役
立
つ
本
を
多
数
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
べ

て
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
職
員
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

夏
の
お
り
が
み
教
室

■
日
時　

８
月
18
日
㊏　

午
後

　

３
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ

　

ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
内
容　
「
ダ
ブ
ル
コ
ー
ン
と

　

コ
ー
ン
ア
イ
ス
」

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

図
書
館
の
机
や
イ
ス
は
、
図

書
館
の
本
を
読
ん
だ
り
、
調
べ

物
を
し
た
り
す
る
利
用
者
の
た

め
の
も
の
で
す
。

　

夏
休
み
に
は
宿
題
を
持
ち
込

ん
で
、
図
書
館
の
机
で
勉
強
す

る
か
た
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
図
書
館
で
は
自

主
学
習
す
る
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
学
習
室
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
状
況
や
計
画
停

電
な
ど
の
た
め
、
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

　

午
後
２
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
８
月
の
お
は
な
し

　
「
三
び
き
の
く
ま
」

【
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
８
月
は
「
絵
本
の
会
」
で
す

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し　

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

         ８月  August  葉月        9 月  September  長月

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図書館カレンダー

夏
休
み
学
習
室
を
開
設

着 図 書 案 内
2012.6.16 ～ 2012.7.15 受け入れ分の一部

新

「月」「鉄のあけぼの」 「デトックス・ベジフル
ジュース」

Library  Information 　

手
の
か
か
る
子
の
育
て
方

空

40 億年後、天の川と
アンドロメダ銀河が衝突

県立大学西はりま天文台
天文科学専門員　坂元　誠

【応募方法】はがき、または FAX・メールで住
所、お名前、年齢、電話番号、答えを記入し
役場広報室まで送ってください。正解者の中
から抽選で３人のかたに景品を送ります。

　松尾芭蕉の句、「荒海や佐渡に○○○天の
川」。○○○にはいるのは？ 
　①のぼる  ②しずむ  ③横たふ  ④衝突す

天 文 ク イ ズ

37 億５千万年後の夜空

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
由
研
究
な
ど
に
役
立
つ

本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す

気
軽
に
職
員
に
ご
相
談
を

ママプラザ
だより
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★１歳６カ月児健診
　（平成22年12月～平成23年１月生まれ）
　　８月21日㊋　午後１時00分～
★ヨチヨチ健康相談（平成23年８月生まれ）
　　８月17日㊎　午後１時30分～
★４カ月児健診（平成24年４月生まれ）
　　８月27日㊊　午後１時30分～
★すくすく離乳食教室
　  ９月６日㊍　午前10時～（平成24年２月生まれ）
★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）
　　９月３日㊊ 
　　２カ月～６カ月児　   午前10時30分～正午
　　７カ月～１歳未満児   午前10時～午前11時30分
★すてきなママになるための教室（妊婦）　　　　
　　９月３日㊊　午前10時00分～
　  　いずれも場所はさよう子育て支援センター

　
　

　８月の 13、14、15 日は、祖先の霊を供養
するお盆です。年中行事の中でも正月と並ぶ
大切な行事の一つです。
　お盆には親戚や兄弟が集まり、食卓には肉
や魚を使ったごちそうが並びます。しかし、
昔から「お盆には殺生をしない」と言われる
ように、元来、お盆には魚や肉を使わない精
進料理を食べるのです。
　お盆には収穫した野菜などを調理し、料理
を仏前にお供えします。夏の餅は犬も食わん
と言いますが、仏様のごちそうとして、餅を
ついて供えることもあります。
　一般的にお盆には、迎えだんごやおはぎ、
酢ぞうめん、もち、うどん、煮しめ、焼きなす、
まぜごはん、麩

ふ

のおつゆ、送りだんご、赤め
しなどを作ります。

　13日には、迎えだんごを作り、蓮
はす

の葉に野
菜などを乗せて祭壇に供えます。夕方には墓
参りして盆ちょうちんを飾り、火をともして
祖先を迎えます。
　翌 14日は、本家や親類の仏壇にお参りしま
す。そして 15日には、送りだんごや赤めしを
炊いて、早朝か夕方に精霊様を送ります。
　
■酢ぞうめんの作り方
【材料】そうめん、酢、砂糖、薄口しょうゆ、塩
【作り方】　
　①そうめんはゆがいて冷やしておく
　②酢、砂糖、薄口しょうゆ（塩も可）で三
　　杯酢を作っておく
　③ できあがった三杯酢をそうめんにかける
　参照／「ふるさと 佐用の心」（町いずみ会発行）

赤ちゃんとママの行事行事カレンダー

お盆には精進料理をいただきましょう

Health Information 　

栄養士の食育メモ

お誕生おめでとう
６月16日から７月15日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
６月16日から７月15日届出分　敬称略

７月15日現在（　）内は前 月比

人のうごき

人　口　１９，４３６人（△１２）
　　　    　男 　９，３２２人 （△　３）
　　　    　女 １０，１１４人 （△　９）
　世帯数　　７，１３９戸（△２２）

　７月中の移動
      出生　９人　死亡 ２６人
      転入２７人　転出 ２２人

      名　前  　 保護者     自治会

　　個人情報のため非公開

 　　　　

  　   

　　　

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

17 金   行政相談

  町保健センター  

13:00 ～ 15:00  上月支所
  南光文化センター     
  三日月文化センター    9:00 ～ 11:00

21 火   高年大学三日月教室   三日月老人福祉センター  10:00 ～ 
22 水   高年大学上月教室   上月文化会館  10:00 ～ 
23 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10:00 ～ 

８月上旬～９月上旬

       名　前      年齢     自治会

　　個人情報のため非公開
　　

　

　
　
　
　
　　
　
　　

◆
『
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
ま

す
か
』。
先
日
、
全
国
各
地
の
広

報
担
当
者
と
話
す
機
会
が
あ
り
、

あ
る
担
当
者
か
ら
こ
う
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
◆
も
ち
ろ
ん
、

野
球
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
行
政
か
ら
の
一
方
的
な
お
知
ら

せ
で
な
く
、
地
域
の
課
題
に
真
っ

向
か
ら
向
き
合
う
人
た
ち
の
声

を
聴
き
、
そ
れ
を
住
民
目
線
で
き

ち
ん
と
発
信
し
て
い
る
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
◆
今
回
ご
紹
介
し

た
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

は
、
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
取
材
を
通
じ
て
、
地
域

を
真
剣
に
守
ろ
う
と
活
動
す
る

姿
に
出
会
い
、
そ
れ
を
伝
え
よ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。
◆
思
う
よ
う

に
な
ら
ず
、
毎
号
反
省
点
ば
か
り

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

の
声
を
聴
き
、
目
線
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
紙
面
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
Ⓕ

　豊かな自然をはじめとする
町の様々な観光資源。その魅
力を発信し、町のさらなる発
展のために観光協会の活動に
参加してくださる会員を広く
募集しています。
●年会費　
　会社・法人・団体など　　
　  　　3,000 円
　個人会員　　　  2,000 円
問商工観光課 商工振興室
　☎８２－０６７０

　通常の開館日（８月は土、
日）に加え、次のとおり臨時
開館します。ぜひお越しくだ
さい。
■臨時開館日　
　８月 13日㊊～ 17日㊎
■開館時間
　午前 10時～午後４時
問教育委員会　☎８２－２４２４

　県では、旧軍人などのかた
を対象に各種恩給制度の説明
と個別相談会を開催します。
対象者など、くわしくは次へ
お問い合わせください。
■日時　９月 14日㊎
　午後２時～４時
■場所　姫路市市民会館
問県社会援護課恩給援護課
　☎０７８－３６２－３２０４
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▼
お
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ら
せ

町観光協会会員募集

夏休みは昆虫館へ行こう

町昆虫館を臨時開館

旧軍人などの皆さんへ

恩給制度   個別相談会

■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　８月８日㊌、23日㊍
　午後１時30分～午後３時30分
　場所：町保健センター
■もの忘れ健康相談（要予約）
　８月22日㊌　午後１時30分～午後５時 
　場所：町保健センター 
■こころのケア相談日（要予約）
　９月13日㊍　午後１時～午後３時 
　場所：町保健センター
　担当医：赤穂仁泉病院　深井院長 

問健康福祉課 健康増進室　☎８７－８０２０

■こころのケア相談日（要予約）
■若者の心と体の相談（要予約）
　９月７日㊎　午後１時～午後２時
　場所：龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所
　☎０７９１（６３）５１４２

母子健康手帳は、次の場所で交付していま
す。事前に連絡してからお越しください。

母子健康手帳の交付

問上月保健福祉センター　☎８７－８０２０
問さよう子育て支援センター　☎８２－０３４１

佐用チャンネル

放送更新日 　24日㊎
８月10日㊎
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■受付期間　
　８月 26日㊐まで

■試験日　９月 16日㊐
■一般選考
Ⓐ【男性 130 人・女性 10人】
　S52.4.2 以降生まれで、４
年制大学既卒のかた、または
H25.3 までに卒業見込みのか
た。
Ⓑ【男性 100 人・女性 10人】
　S52.4.2 ～ H7.4.1 生 ま れ
でⒶ以外のかた（H25.3 まで
に高等学校卒業見込みのかた
を含む）。
■特別選考
【武道A・Bあわせて４人】
A S63.4.2 以降生まれで、４
　年生大学既卒のかた、また
　は H25.3 までに卒業見込
　みのかた。
B S63.4.2 ～ H7.4.1 生まれ
　でA以外のかた（H25.3 ま
でに高等学校卒業見込みのか
たを含む）。
■採用時期
　平成 25年４月以降
■その他　
　武道区分は専門の資格など
が必要です。
問佐用警察署警務係　
　☎８２－０１１０

　放送大学では、平成 24 年
度第 2 学期（10 月入学）の
学生を募集しています。
　放送大学は、テレビなどの
放送を利用して授業を行う通
信制の大学です。
　心理学、福祉、経済、歴史、
文学、自然科学など、幅広い
世代、職業のかたが学んでい
ます。

■出願期間
　８月 31日㊎まで
問放送大学兵庫学習センター
　☎０７８（８０５）００５２

　ゴルフ場利用税は、ゴルフ
場利用者にかかる税金です。
税収の７割がゴルフ場がある
市町村に交付され、地域振興
を図る重要な役割を果たして
います。身近なレジャーとし
てゴルフ場をご利用ください。
問龍野県税事務所
　☎０７９１（６３）５６７２

　
　
　メータ検診は２か月に１回、
偶数月の初旬に行います。
　８月分と９月分の水道料金
は、前回６月の検針から８月
までを平均し、２回に分けて
請求します。
■お願い
・メータボックスには物を置
かないでください。
・飼い犬はメータや出入口か
ら離れた場所につないでくだ
さい。
問上下水道課　☎８６－１２１２

　
　入場無料です。13 日㊊は
休館日です。
■期間　８月11日㊏～19日㊐
■場所　光都プラザ・オプト
　ピアシアター

今月の納税相談日

８月24日金

■放映内容
　「長ぐつをはいたネコ」
　「タンタンの冒険」など
　※予告なく変更される場合
　があります。
　上映時間はお問い合わせく
ださい。
問播磨科学公園都市
　まちづくり事務所
☎０７９１（５８）１１１５
　

　町では、地球温暖化防止や
林業再生などを目指し、町の
公共建築物について木造や木
質化などを推進するための利
用促進方針を策定しました。
　町が公共建築物での木材利
用に率先して取り組むことで、
地域の一般建築物への波及効
果も期待されます。
問農林振興課農林土木整備室
　☎８２－０６６７

　弁護士、司法書士による無
料法律相談を行います。
■対象期間　８月 21日㊋
　午後１時～午後４時
■場所　役場第２庁舎会議室
■対象者　収入や資産が一定
　の基準以下である「資力基
　準」を満たしているかた
■相談内容　民事、家事、行
　政に関する法律相談
　※相談日前日の午前中に申
　　込ください。
問法テラス兵庫
　☎０５０（３３８３）５５４０

　県では、受動喫煙の防止を
図るため、「受動喫煙の防止
等に関する条例」を制定しま
した。
■主な規制内容
・幼稚園、保育園、小中学校
や高等学校での建物内及び敷
地内喫煙禁止を義務付け
・官公庁の庁舎、病院・診療
所での建物内喫煙禁止を義務
付け　など
　くわしくは、兵庫県のホー
ムページをご覧ください。
■ホームページアドレス
　http://web.pref.hyogo.lg.jp/
kf17/judoukitsuen_joureei.html
問県受動喫煙対策室
　☎０７８－３６２－９１４６

　県では、植樹や芝生化など
の緑化活動に最大 400 万円
まで補助を受けることができ
る「県民まちなみ緑化事業」
を募集しています。
■補助対象
　自治会や土地所有者などが
行う公園、空地、学校などの
植樹や芝生化、駐車場の芝生
化、建築物の屋上・壁面緑化
など
■補助対象地域
　緑条例の「まちの区域」な
ど一定の要件があります（学
校の校庭、幼稚園・保育園の
園庭の芝生化は、県下全域が
対象）。

■募集期限　11月 30日㊎
問農林振興課農林土木整備室
　☎８２－０６６７

　
　西播磨地域の個性ある加工
食品を応援するためのコンテ
スト「西播磨フードセレクシ
ョン 2012」への参加食品を
募集しています。
■応募の条件・方法
　西播磨県民局ホームページ
をご覧ください。
（http://web.pref.hyogo.jp/
area/w_harima/index.html）
■応募期限　８月 31日㊎
問西播磨フードセレクション
　実行委員会事務局
　☎０７９１－５８－２１９４

　多重債務などによる借金で
お困りのかたを対象に、司法
書士による無料相談会を開催
します。
■日時　９月８日㊏
　午前 10時から午後０時　
■場所　相生市民会館
■対象者　県内にお住まいの
　かた（個人・事業者は問い
　ません）
■申込　事前に次まで電話で
　予約してください。
■申込・お問い合わせ
　西播磨消費生活センター
　☎０７９１－５８－１１９４
※予約受付は平日の午前８時
～午後５時 30分。（午後 0時
30分～午後1時30分は除く）
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今月の納税

町県民税（普通徴収）
第２期分

納期限 ８月31日金
口座振替日は８月 31日㊎
問税務課 町税対策室
　☎８２－０６６２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

▼
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問税務課 収納管理室
　☎８２－０６６２

■受付時間
　午前８時 30分～午後５時
■受付場所　役場本庁税務課
　災害・盗難・疾病・失業
や廃業などで納期限までに
町税が納められない場合は、
納税相談に応じます。
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国民健康保険税（普通徴収）

放送大学　10月生募集介護保険料（普通徴収）
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）　第２期分

納期限８月31日金
問住民課年金・保険室
　☎８２－０６６０

県警察官　採用試験

町の貴重な財源です

ゴルフ場利用税

2012　光都映画祭

町木材利用方針を策定
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お気軽にご相談ください

無料法律相談を開催

受動喫煙の防止等
に関する条例が制定

駐車場の芝生化などの
緑化事業に補助

西播磨フードセレクション
2012　参加食品募集

多重債務など借金に関する

無料相談会を開催

水道メータの検針は
偶数月の初旬に行います



集
落
の
み
な
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、

そ
の
様
子
を
温
か
く
見
守
り
ま

す
。
踊
り
子
は
中
学
生
か
ら
40

歳
代
ま
で
合
わ
せ
て
21
人
。
中

に
は
、
親
子
で
汗
を
流
す
踊
り

子
の
姿
も
あ
り
ま
す
。

　
「
父
の
背
中
を
ず
っ
と
見
て
き

た
。
踊
り
は
こ
の
集
落
の
誇
り
」。

こ
う
語
る
の
は
長
男
・
大
徳
さ

ん
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
踊
り
子
に

な
る
の
を
心
待
ち
に
し
、
今
年

初
め
て
踊
る
中
学
生
が
４
人
も

い
ま
す
。
他
の
集
落
に
比
べ
て

比
較
的
若
い
世
代
が
多
い
同
集

落
。
し
か
し
、
同
集
落
に
も
少

子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
基
良
さ
ん
は
「
集

落
を
離
れ
た
若
い
も
ん
が
、
こ

の
時
は
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
ん

や
」
と
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細

め
ま
す
。
実
際
に
、
離
れ
て
暮

ら
す
次
男
・
大
志
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
若
者
た
ち
が
武
者

踊
り
の
た
め
に
集
落
に
帰
り
、

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
が
こ
の
集
落
の
伝
統
」

と
話
す
基
良
さ
ん
。「
こ
の
伝
統

を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」。
二
人
が
そ
ろ
っ
て
口
に

し
た
言
葉
か
ら
、
こ
の
暑
さ
に

負
け
な
い
熱
い
意
気
込
み
を
感

じ
ま
し
た
。

　妹思いの心優とお姉ちゃんが大好きな希優。よく
ケンカもするけれど、仲良し姉妹です。二人とも、
優しい心を持ってまっすぐに育ってね。

中井希優 ちゃん   
.

VOl.3

４
年
に
一
度
の
武
者
踊
り

踊
り
は
集
落
の
誇
り

広
報
さ
よ
う
　
平
成
24年

８
月
号

「
広
報
さ
よ
う
」
は
、環
境
に
や
さ
し
い
ソ
イ
（
大
豆
油
）
イ
ン
キ
と
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
今
月
号
の
印
刷
費
は
、１
部
約
30
円
で
す
。

■
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://w

w
w
.tow
n.sayo.lg.jp

■
E
ﾒｰﾙ koho@

tow
n.sayo.lg.jp

春
井
大
徳
さ
ん
（
平
松
）

（左から）基良さんと大徳さん親子。集会所に飾られた写真には、
昭和 62 年当時に踊った基良さんの姿（写真左上）もありました。

 

太
鼓
の
音
色
と
天
満
節
の
音

頭
が
静
か
な
夜
の
む
ら
に
響
き

ま
す
。

　
「
足
の
動
き
は
こ
う
や
」「
み

ん
な
の
息
を
合
わ
せ
な
」。
時

に
は
、
踊
り
子
を
指
導
す
る
人

の
大
き
な
掛
け
声
も
。
４
年
に

一
度
行
わ
れ
る
「
平
松
集
落
武

者
踊
り
」。
14
日
の
本
番
に
向

け
て
練
習
に
力
が
入
り
ま
す
。

　

忠
臣
蔵
な
ど
歌
舞
伎
の
演
目

を
仕
組
ん
だ
こ
の
踊
り
は
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く
集
落
の
伝
統

行
事
で
す
。
古
く
は
初
盆
の
家

を
回
っ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
同
集
落
に
あ
る
吾あ
か
つ勝
神

社
で
４
年
に
一
度
披
露
さ
れ
ま

す
。
踊
り
は
、
物
語
の
登
場
人

物
に
扮ふ
ん

し
、
刀
や
槍や

り

、
鉄
砲
な

ど
手
作
り
の
道
具
で
着
飾
っ
た

踊
り
子
た
ち
が
、
や
ぐ
ら
を
中

心
に
輪
に
な
っ
て
激
し
く
踊
り

ま
す
。

　
「
武
者
踊
り
は
、
集
落
を
一

つ
に
し
て
く
れ
る
」
と
話
す
の

は
武
者
踊
り
保
存
会
長
の
春
井

基
良
さ
ん
（
平
松
）。
６
月
下

旬
か
ら
始
ま
っ
た
練
習
に
は
、

中井心優 ちゃん   
.

春
井
基
良
さ
ん
（
平
松
）


